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『画図百花鳥』に関する考察
石　田　智　子
The Study about ‘One Hundred Pictures of Flowers and Birds’
ISHIDA Tomoko
Abstract
 ‘One Hundred Pictures of Flowers and Birds’ is the book published in 1719 
by Sekichushi. It is said that it is a copy of the sketchbook painted by Kanō 
Tan’yu and Tsunenobu. We cannot prove that this book is a direct copy of the 
sketchbook because the sketchbook does not exist now. However, in ‘One 
Hundred Pictures of Flowers and Birds’, there are a lot of the same images as 
the images of paintings by Tan’ yu and Tsunenobu. Several scholars said that 
the Inro designers in the Edo used the images ‘One Hundred Pictures of Flowers 
and Birds’ for their works. 
 ‘One Hundred Pictures of Flowers and Birds’ and the other books published 
in the Edo period were good image sources of the painters and the designers in 
the Edo. In such books, there are a lot of same images as the image painted by 
the Kano school painters. Kanō school painters could have opportunities for 
copying Chinese paintings and Japanese older paintings and sketching rare 
animals and plants because they worked for Shogun, who had many rare things. 
‘One Hundred Pictures of Flowers and Birds’ that had many images of rare 
birds and ﬂ owers was the valuable book for the painters and the designers 
because there were not photographs in the Edo period. Analyzing ‘One Hundred 
Pictures of Flowers and Birds’ and related works, we can understand that the 
images of Kanō school painters were spread widely in the Edo period.
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はじめに
　『画図百花鳥』とは、1729（享保14）年に、『百花鳥』と呼ばれる画帖を石仲子守範という画
家が縮写・摸刻し、画と題を一とする発句、漢詩、和歌を募り公刊した版本である。1）付言や跋
文によると、『画図百花鳥』の元になった『百花鳥』と呼ばれる画帖は、さる豪家に所蔵される
狩野探幽（1602-74年）・常信（1636-1713年）の筆によるものであるというが、この画帖は現存
していない。
　ただし、江戸時代、絵師・画家たちは、師匠の作品や古画を手本に作品を制作していたため、
『百花鳥』のような絵手本となる画帖は当時多く存在し、現在も残っている。また、将軍・大名
やその子女は教養として絵を描いたため、御用を承る絵師が、手本となる画帖を制作すること
もあった。安村敏信氏が、常信の子である狩野周信（1660-1728年）の《花鳥・養蚕図巻》2）に
ついて、「花鳥図巻は一部を切り離せば、即一幅の絵になるように構成されているところからも
絵手本として描かれたと想像される3）」と述べている。この図巻など現存するものも多い。
　おそらく、このような画帖を縮写・摸刻したのが『画図百花鳥』であろう。《花鳥・養蚕図
巻》の花鳥巻にも花・草木と鳥が組み合わされて描かれている。加藤定彦氏は、美術史研究に
おいて『画図百花鳥』が取り上げられることが少ない、と述べている4）。これは、『画図百花鳥』
の元になったと伝えられる『百花鳥』という画帖が現存せず、しかもその作者も判然としてい
ないため、どこまで正確に探幽、常信の画風を伝えたかがわからないからではないであろうか。
　しかし、『画図百花鳥』の図を通覧すると、明らかに狩野派風の図様が並んでいることは否定
しがたい。本発表では、探幽・常信作品にくわえ、『画図百花鳥』の図と関連する図様を持つ狩
野派作品をいくつか紹介し、改めて『画図百花鳥』が探幽・常信の図様・画風を伝える版本で
あったことを示唆する。
　美術史上において『画図百花鳥』は取り上げられてこなかった、ということが加藤定彦氏に
よって指摘されていたことはすでに述べた。しかし、工芸の分野においては、『画図百花鳥』が
印籠のデザインの参考となっていたことがしばしば指摘されている。本論では、『画図百花鳥』
の図様を転用していると指摘されている印籠について、古満安匡（？-1758年）、観松斎飯塚桃
葉（？-1790年）の作品研究を中心に先行研究を紹介する。
 1） 『画図百花鳥』の基本事項ついては、『画図百花鳥』（1729年刊、関西大学図書館蔵）、加藤定彦・外村展
子『関東俳諧叢書』第19巻（青裳堂書店、1999年）、加藤定彦「狩野探幽・常信『画図百花鳥』考」（『こと
ばと人間─立教大学言語人文紀要─』第 2号、2000年）を参照した。尚、『画図百花鳥』の図は全て関
西大学図書館所蔵本より引用した。
 2） 作品No.21『板橋区立美術館所蔵　狩野派全図録』板橋区立美術館、2006年
 3） 安村敏信「作家作品解説」（前掲書、『板橋区立美術館所蔵　狩野派全図録』、2006年）133頁
 4） 前掲書、加藤定彦「狩野探幽・常信『画図百花鳥』考」（2000年）
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　探幽・常信の図様・画風を伝えた『画図百花鳥』が、印籠などの工芸品に多く使用されてい
たということから、狩野派の残した絵画は絵師や蒔絵師らの重要なイメージソースとなってい
たという事実が理解できる。『画図百花鳥』に関する作品群を分析することによって、探幽・常
信の図様、つまり江戸狩野派風の図様が、地域・時間ともに広い範囲で江戸時代の日本に伝播
していたことを示唆することが、本稿の目的である。
1、『画図百花鳥』
　本項では、『画図百花鳥』を紹介し、序文や跋文などの言葉から、成立経緯を整理したい。『画
図百花鳥』は、1729（享保14）年に、『百花鳥』と呼ばれる狩野探幽筆の画帖を、石仲子が縮
写・摸刻し、画と題を一とする発句、漢詩、和歌を募り公刊した版本である。「一、桐鳳凰」（図
1）から「百、枇杷䍃」までの百種類の組み合わせの花鳥を掲載し、それぞれの説明として彩
色方法が記されている。全 5巻、京都の西村市郎右衛門と相版で江戸の書林西村源六から刊行
された。
　加藤定彦氏によると、中国・清時代の余曽三画、張廷玉、鄂爾泰詩などによる『百花鳥図』
が舶載されていて、その影響が少なからずあるという5）。この『百花鳥図』が日本に伝わったの
は1737（元文 2）年であるから、『画図百花鳥』の刊行より後である。よって直接の影響はない
と考えられるが、それ以前にも「百花鳥図」という形式は中国から伝来していたのかもしれな
い。また百種類の鳥を描いた「百鳥図」や、百の鶴や百の猿を描いた「百鶴図」、「百猿図」と
いった吉祥図は東アジア地域で多く描かれている。
　編者の石仲子は、藤原守範と名乗り、「孟隣斎狩野探雪守完門人」6）と内題下に記されている。
このことから、狩野探幽の次男である、狩野探雪（1655-1714年）7）の門人であったと考えられ
る。1755（宝暦 5）年には『絵本見立百化鳥』、1756（宝暦 6）年には『続百化鳥』などのパロ
ディー物、文化頃には偽版ともいうべき『百花鳥図譜』が出版されたという。
　『画図百花鳥』は、一つの題に対し、画と和歌や漢詩が掲載され、それらとともに鳥と花・樹
木の彩色方法が解説されている。日本で本格的に画譜の創作・出版が始まった享保年間（1716-
1734年）に出版された『画図百花鳥』も、同時期に出版された浮世絵などの様々な絵画に転用
された橘守国や大岡春卜の画譜類と同じような役目を果たしていたと考えられる。
　画譜は、もともと中国で生まれ、明代後期には多く出版された。中国で出版された画譜は日
 5） 加藤定彦「画図百花鳥解題」（前掲書、『関東俳諧叢書』第19巻、1999年）
 6） ここには、狩野探雪の名が「守完」とあるが、探雪の名は「守定」と伝えられている。
 7） 狩野探雪は、探幽の後妻がもうけた二子の内の次男であり、名を守定といい、のちに主殿と称し、松嶽、
孟隣斎と号す。探幽没後、長男の探信守政とこの探雪に探幽の家禄二百石を百石ずつ分けて別家を立てた。
このことが鍛冶橋狩野家の弱体化につながったという。（前掲書、安村敏信「作家作品解説」『板橋区立美
術館所蔵　狩野派全図録』2006年、130頁参照）
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　創刊号52
本に輸入され、日本でも翻刻・出版される。『芥子園画伝』などがその例として挙げられるであ
ろう。中国の画譜に倣って、日本でも画譜が制作されるようになった。
　『画図百花鳥』の成立については、編者である石仲子が跋において解説しているため参照した
い。跋文には、
「抑、右に墨する百品は、先師法印白蓮子はじめて筆を味ひ、中つころ古川叟再び手を労し
て二つの軸となる。しかしより久しくその門に学ぶ輩写しえて、丹青家の秘蔵となれり。
（中略）おしむらくは古人の美玉、むなしく鼠巣の家とならんこと、しのびがたし。是がゆ
へに罪一人に求めて、梓に広む。聊か好士の手をたすけんとのみ歟8）」
とある。法印白蓮子とは狩野探幽のことを指し、古川叟は狩野常信のことを指す。この跋文を
読むと、探幽と常信の描いた作品をその元で学んだ絵師が写し、その手本となる画帖が失われ
る前に石仲子が写し刊行したということである。
　一方、灞雪道人岩蹇驢による付言には、
「百華鳥旧本。出探幽手筆而為魁本帖子。独為豪家見占断（百華鳥旧本、探幽が手筆に出て
魁本帖子なり。独り豪家のために占断せらる）（読み下しは筆者による）9）」
とあり、常信の名前は出ておらず、石仲子の跋文にある「その門に学ぶ輩」の存在は書かれて
いない。
　この二つの文から、狩野探幽の花鳥画の図様を集積した『百花鳥』という画帖を、版本とし
て出版したのが『画図百花鳥』であるということが理解できるが、探幽や常信が『百花鳥』と
して画帖を描いたかどうかについては、一致していない。石仲子の跋文にあるように、探幽、
常信に学んだ弟子が残した画帖を摸刻した、とするのが妥当であろう。理由として、編集者で
ある石仲子が跋文において解説していることが挙げられる。また「はじめに」で指摘した通り、
狩野派絵師による絵手本となる画帖や図巻は多く現存している。
　『画図百花鳥』と同様の画譜として、福井月斎が縮写し、1895（明治28）年に青木嵩山堂から
出版された『狩野常信花鳥画譜続篇』がある。加藤定彦氏や、後に言及するジュリア・ハット
氏、ハインツ・クレス氏も取り上げているが、この画譜には『画図百花鳥』とほぼ一致する図
が掲載されている10）。常信の死後200年近く経った後に縮写されたことを考えると、画譜を書く
 8） 前掲書、『画図百花鳥』第 5巻、1729年
 9） 前掲書、『画図百花鳥』第 1巻、1729年
10） 加藤氏によると、『狩野常信花鳥画譜続篇』「一八に鳰」「黄梅に猩々鳩」など九図が、『画図百花鳥』の
図と一致するという。（前掲書、加藤定彦「狩野探幽・常信『画図百花鳥』考」、2000年）
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際に参考にした常信の作品は、摸本の可能性も高い。この摸本を作成する際に、『画図百花鳥』、
もしくは『画図百花鳥』の元になった『百花鳥』やその摸本、類似の画帖などが参考にされて
いるかもしれない。つまり、この『狩野常信花鳥画譜続篇』と図が一致するからといって、『画
図百花鳥』が常信の手による作品を縮写した、ということにはならないのである。
　しかし、逆に『画図百花鳥』に掲載されている図は、明治時代まで常信の画風を伝える図と
してみなされていたとも考えられる。『画図百花鳥』が直接、常信の作品を縮写したとは断定す
ることは難しいが、常信の画風を確かに伝えるものであったことは確かである。
　現在、東京藝術大学に残る常信が残した古画や下絵などの縮図、「常信縮図」の第165巻に、
『画図百花鳥』のような鳥と花・植物を組み合わせが描かれている。41種類の花鳥が描かれてお
り、『画図百花鳥』に掲載されている孔雀や鴛鴦も見られる。一方で、「大いんこ」「ひいんこ」
などの詞書がある、インコと判別できる鳥を描いた絵が数種類あり、珍しい飼鳥をスケッチし
たものとも考えられる。
　ともあれ、『画図百花鳥』に掲載されたような草花と鳥を組み合わせた図は、粉本や縮図に大
量に制作されたことは理解できたであろう。狩野派の図様と色彩方法を、「梓に広む」ことを目
的とし出版されたのが『画図百花鳥』である。
2、探幽・常信と周辺絵師の作品と『画図百花鳥』
　元となった『百花鳥』と呼ばれる画帖を描いた絵師は、狩野探幽・常信の周辺の絵師である
と筆者は推測する。次に、狩野探幽、常信と周辺絵師の作品と『画図百花鳥』の挿絵を比較し、
改めて探幽、常信の作品が『画図百花鳥』に掲載された図の元になったことを確認したい。
　狩野探幽は、1602（慶長 7）年に、狩野孝信の嫡子として京都に生まれ、1617（元和 3）年、
16歳の時に幕府御用絵師となり、二条城、名古屋城などの障壁画制作では、狩野一門の総帥と
して活躍した絵師である。1662（寛文 2）年、61歳の時に、絵師として最高位の法印に叙され、
1674（延宝 2）年の10月に73歳でこの世を去るまで、随一の巨匠として当時の画壇に君臨した。
　狩野常信は、木挽町狩野家の二代目当主で、探幽の弟である狩野尚信の長男、養朴、古川叟
と号する。1650（慶安 3）年、15歳の時に、父、尚信が亡くなり木挽町狩野家の当主となる。
その後、承応－延宝期の各造営の御所障壁画制作において活躍し、1704（宝永元）年、69歳の
時に法眼、1709（宝永 6）年に法印に叙せられた。1709（宝永 6）年の御所障壁画制作では、
最も格式の高い紫宸殿の賢聖障子絵を担当していることからも、当時、常信が狩野派一の実力
者であったことが窺われる。
　常信は、探幽の弟である尚信の子であり、狩野探幽の家督を継いだわけではない。しかし、
常信は上手の画家であり、竹川町狩野家画塾において多くの弟子を育てた。竹川町狩野家は、
6代目の狩野典信が1777年（安永 6）年に、木挽町に屋敷を拝領したことから、木挽町狩野家
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と呼ばれる。木挽町狩野家は、幕末まで奥絵師狩野四家（鍛冶橋狩野家、木挽町狩野家、中橋
狩野家、浜町狩野家）の内で最も力をもつ家となる。
　現在まで東京藝術大学などに残る摸本には、常信の作品を写したものも多い。探幽はもちろ
ん常信も、江戸時代の狩野派絵師にとって規範となる画家であった。そのため、彼らの図様を
伝える画譜は需要が高かったと考えられる。
　次に、『画図百花鳥』に掲載されている花鳥画と探幽、常信やその周辺の画家の作品と比較す
る。まず、「一、桐鳳凰」（図 1）11）については、加藤定彦氏もすでに指摘しているが、狩野派の
絵師が江戸時代たびたび描いた宙を舞う鳳凰が描かれている。狩野探幽、常信、周信、典信、
栄信など様々な狩野派の絵師らがこの宙を舞う鳳凰を描いている。その中でも、狩野派絵師が
描いた作品とされている大通寺の障壁画の桐鳳凰を、最も関連のある作品として紹介したい。
　この《桐に鳳凰図》（図 2）12）は、大通寺の建築の中で唯一の桃山建築とされる広間上段に描
かれている。木村重圭氏は、探幽周辺の画家が描いたとしてこの作品を紹介している13）。高梨純
次氏は、17世紀後半の京狩野の絵師による作品であると推測している14）。
　鳳凰の体勢は、右側に投げ出された足や顔の向きにおいて一致する。尾羽根や翼の開き具合
にやや違いはあるものの、他に描かれた宙を舞う鳳凰と比べても、この二つの図が良く似てい
ることが理解できるであろう。また桐の幹の形、枝の付き方などもよく似ている。鳳凰と桐の
位置関係も、横画面と縦画面であるため違いはあるものの、ほぼ一致する。
　先述した通り、宙を舞う鳳凰は、狩野派の画家たちによってしばしば描かれた図様である。
しかし、他の桐鳳凰図、例えば、狩野探幽が描いた《桐鳳凰図屏風》（図 3）15）の鳳凰と比較し
ても、この二つが似通っていることは明らかである。
　このことから、大通寺の《桐に鳳凰図》（図 2）と『画図百花鳥』の「一、桐鳳凰」（図 1）
は元は同じ手本から派生した図であると考えられる。現存しない探幽・常信の手による『百花
鳥』と呼ばれる画帖に描かれた図は、おそらく様々な絵師によって模写されたのであろう。『画
図百花鳥』が、探幽から受け継がれた図様を使用している点から、大通寺の《桐に鳳凰図》（図
2）は、木村重圭氏のいう探幽周辺の画家が描いたとする説が有力である、と推察できる。
　次に、「十八、躑躅白鷴」（図 4）16）に描かれた雄の白鷴に注目したい。雄の白鷴は正面から見
11） （図 1）「一、桐鳳凰」（前掲書、『画図百花鳥』第 1巻より）
12） （図 2）作者不詳《桐鳳凰図屏風》17世紀後半、二面金地著色、各182.9×82.9cm、大通寺蔵。図版は、
『長浜・大通寺の精華』（市立長浜城歴史博物館、2002年）より引用。
13）木村重圭「大通寺（長浜市）の障壁画（中）─狩野派　狩野永岳・岸駒の襖絵」『日本美術工芸』第561
号、日本美術工芸社、1985年）
14） 高梨純次「図版解説」（前掲書、『長浜・大通寺の精華』、2002年）
15） （図 3）狩野探幽《桐に鳳凰図屏風》17世紀、紙本金地著色・六曲一双、各158.6×371.8cm、サントリ
ー美術館蔵。図版は、『不滅のシンボル　鳳凰と獅子』（サントリー美術館、2011年）より引用。
16） （図 4）「十八、躑躅白鷴」（前掲書、『画図百花鳥』第 1巻より）
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下ろされた視点で描かれ、首と尾は同じように右方向を向いている。白鷴をはじめ鶏、孔雀の
ような当時も平飼いされていた鳥は、花鳥画においてこのような体勢で描かれることが多い。
また特に白鷴は、江戸時代、この体勢で描くことが定型となっていたようである。狩野派絵師
の作品を見ても、そのことは理解できる。
　たとえば、狩野探幽の《四季花鳥図》の秋図（図 5）17）、狩野常信の《四季花鳥図屏風》の右
隻（図 6）18）、探幽の弟子であり京都で鶴澤派を開いた鶴澤探山の息子、探鯨の《四季花鳥図屏
風》の右隻など、探幽周辺の画家の作品だけでも枚挙に暇がない。石仲子が師事した狩野探雪
の《四季花鳥図屏風》の右隻にも描かれている。また同時期に出版された版本、橘守国画の『絵
本写宝袋』（1720［享保 5］年刊）の「白かん」の項にも同じ体勢の白鷴が見られる。19）
　ただし、桐と鳳凰のように、躑躅と白鷴はしばしば合わせて描かれたわけではない。おそら
く、百種類の鳥と花、植物の組み合わせを掲載するという、『百花鳥』の形式に従って、白鷴は
躑躅と合わせて描かれたのであろう。
　白鷴（ハッカン）とは、キジ目キジ科コシアカキジ属の鳥である。中国南部、インドシナ半
島、ミャンマーにかけて分布するが、日本には古くから輸入され、飼鳥として著名である。江
戸時代の飼鳥の本には、クジャク、キンケイとともに飼い方が記されている。
　磯野直秀氏によると、白鷴は1454（享徳 3）年成稿の『撮壌集』に記述が見られ、この時点
ですでに白鷴は日本に渡来していたことが理解できるという。その後、1605（慶長10）年に刊
行されたイエズス会宣教師編『日葡辞書』に渡来獣名に「ハッカン」という記述が見られる。
次に1658（万治 1）年、『徳川実紀』に福岡藩主黒田光之が白鷴を 1羽献上したとある。1769
（明和 6）年、清船が白鷴を持ち渡ったことが『海舶来禽図彙説』に記載されている。1782（天
明 2）年、四条河原町で白鷴の見世物があったという記述が『本草綱目会識』にある。1864（元
治元）年、『遊覧記』に、出羽松山藩家老の松森胤保が江戸浅草奥山の鳥屋を訪れ、ハッカンと
カササギが売られていたとある20）。
　ところで、江戸時代には、多数の鳥の飼育書が刊行されている。総合的な飼育書として、城
西山人の『唐鳥秘伝百千鳥』（1773［安永 2］年刊）や泉花堂三蝶による『百千鳥』（1799［寛
政11］年刊）、比野勘六の『飼鳥必要』（1800［寛政12］年頃刊）などが挙げられる。これ以前
17） （図 5）狩野探幽《四季花鳥図》1672年、絹本著色・四幅対、各151.6×81.3㎝、永平寺蔵。図版は、『生
誕400年記念　狩野探幽展』（東京都美術館、2002年）より引用。
18） （図 6）狩野常信《四季花鳥図屏風》17世紀‒18世紀、紙本著色・六曲一双、各153.7×351.2cm、　板橋
区立美術館蔵。図版は、前掲書、『狩野派全図録』（2006年）より引用。
19） 葛飾北斎（1760‒1849年）による『北斎漫画』にも同じ体勢の白鷴が描かれるなど、江戸時代、絵の中の
白鷴といえばこの体勢をとっている。もちろん、その他にも地面を歩く鳥はこの体勢で描かれているので
あるが、白鷴は顕著である。このことについては、稿を改め検討したい。
20） 磯野直秀「明治前動物渡来年表」『慶應義塾大学日吉紀要（自然科学） 』第41号、慶応義塾大学日吉紀要
刊行委員会、2007年
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にも、蘇生堂主人による『鶉書』（1649［慶安 2］年）といった特定の鳥に対する飼育書が存在
したし、貝原益軒による『大和本草』といった百科事典の一部に鳥の飼育について書かれてい
る。21）これらの記述から、江戸時代、鳥を飼うことは流行しており、白鷴は飼鳥として愛好され
ていたことが理解できる。
　躑躅（ツツジ）は、ツツジ科ツツジ属のうち、シャクナゲ類を除いた半常緑性または落葉性
の植物の総称である。主として北半球に分布し、マレーシア、オーストラリアにもある。日本
には山野に多数の種類が野生しており、また、多くの園芸品種とともに広く観賞のために栽培
されている。
　江戸時代に出版された、日本最初の総合園芸書刊本である『花壇綱目』（1681［延宝 9］年
刊）22）に、躑躅の栽培方法や、147品種の花銘が挙げられている。花銘が挙げられている花は他
に、牡丹（41）、芍薬（32）、菊（79）、椿（66）、梅（53）、桃（ 8）、桜（40）の 7種類（括弧
内は紹介されている品種の数）であり、これらの古くから現在に至るまで栽培されている花と
ともにツツジが園芸植物として好まれていたことがわかる。
　白鷴は日本に自生しないため、飼育している家の庭などでしか目にすることができなかった
はずである。園芸植物として庭に植えられた躑躅と組み合わせて描かれたのも納得できる。
　続いて、「二十八、蓮鷺」（図 7）23）を取り上げる。蓮と鷺は、躑躅と白鷴とは異なり、探幽を
はじめとする江戸時代の狩野派絵師の作品においてもしばしば組み合わせて描かれている。鷺
の形態は一致しないが、大倉集古館所蔵の探幽が古画などを縮写した《探幽縮図》に、蓮と鷺
を組み合わせた絵が見出せる24）。また、常信の息子の周信の《蓮池鷺図》（図 8）25）なども類似作
品といえる。
　また、「四十、梅姦」（図 9）26）は、「はじめに」において紹介した、狩野周信による《養蚕・
花鳥図巻》（図10）27）にも同じ組み合わせで描かれている。梅と鴬の組み合わせについては、一
般的であり、この組み合わせを理由に、二つの作品を関連付けることはできないであろう。し
かし、やや上を向き口を開け鳴いている鴬を、二又に分かれて伸びる枝の手前に止まらせ、そ
の梅の根元には笹の葉を描く、という点を挙げれば、どちらも狩野派、特に探幽の画風を伝え
る「梅鴬」であるといえる。
21） 江戸時代の鳥の飼育書については、細川博昭氏の『大江戸飼い鳥草紙』（吉川弘文館、2006年）に詳しい。
22） 『花壇綱目』については、国立国会図書館デジタル化資料の『花壇綱目』と磯野直秀氏による解題を参照
した。（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536268　2012年10月 1日閲覧）
23） （図 7）「二十八、蓮鷺」（前掲書、『画図百花鳥』第 2巻より）
24） 『狩野探幽縮図展目録』（大倉集古館、1981年）参照。
25） （図 8）狩野周信《蓮池鷺図》17-18世紀、絹本著色・一幅、95.2×38.5㎝、静岡県立美術館蔵。図版は、
『狩野派─ 400年の栄華─』（栃木県立博物館、2009年）より引用。
26） （図 9）「四十、梅姦」（前掲書、『画図百花鳥』第 2巻より）
27） （図10）狩野周信《花鳥・養蚕図巻》17-18世紀、絹本著色・二巻、各32.0×509.0㎝、板橋区立美術館
蔵。図版は、前掲書、『狩野派全図録』（2006年）より引用。
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　また、『画図百花鳥』の「四十、梅姦」（図 9）の項に鴬の着色法に、「觜足墨にて目の内薄朱
ずみかしらより背中うす墨くま上に草のしるをかくへし風切すみくま腹ごふんくまわきはら羽
根がいの下少しわうのきほひくまをとるべし」とある。この着色法を、《養蚕・花鳥図巻》（図
10）に描かれた「梅鶯」に照らしてみたい。頭から背中にかけては、うす墨がひかれ、その上
から薄く灰色がかった緑褐色で色づけられている。『画図百花鳥』に書かれた彩色の指示とほぼ
同じように、彩色されていることがわかる。
　くわえて、『画図百花鳥』に多く描かれている画面横から伸びる木の枝に止まる小禽という構
図は、例えば、探幽の描いた《尾長鳥図》（図11）28）など、探幽、常信の作品にも多く見られ、
その類似は明らかである。「四十、梅姦」（図 9）をはじめ、後に取り上げる印籠の意匠に転用
された「六十、豆藤小陵鳥」、「九十五、笑靨櫻䉍子鳥」などがそうである。
　ちなみに、《尾長鳥図》に描かれた鳥について、松木寛氏は、「海棠にとまる長い尾の美しい
羽根を持つ鳥は、日本ではなく異国の珍鳥ではないか29）」と描かれた鳥の種類を限定していない
が、《尾長鳥図》に描かれているのは、『画図百花鳥』の「九十二、柹山鵲」の図と彩色方法か
ら、山鵲に近いことがわかる。
　これらの作品分析から、『画図百花鳥』は狩野派の図様・画風を伝える版本であるといえよ
う。ただ、探幽・常信の作品を広く伝える資料となったことは間違いないが、序文や跋文から
も元の『百花鳥』を描いた絵師は判然としない。現存している画帖類から推測して、『百花鳥』
も多数存在していた可能性が高い。また、摸刻した石仲子も無名の画家であり、彼が師事した
狩野探雪でさえ、狩野探幽の息子ではあるが、江戸時代の狩野派の絵師としては、上手の画家
であったとは考えられない。これらの理由から、美術史においては研究されずにきたのであろう。
　しかし、先ほどの梅鴬や《尾長鳥図》の作品分析からわかるように、それぞれの花鳥の組み
合わせに詳しく彩色法が描かれており、狩野派の作品に描かれた植物や鳥などの種類を同定す
る際に、『画図百花鳥』は有用であるといえる。絵画を制作する際に、手本を使用することは、
江戸時代普通にされていたことであり、『画図百花鳥』は作品の年代や画風を特定する際の資料
として活用していくべきであろう。
　また、探幽や常信といった江戸狩野の図を伝える『画図百花鳥』に掲載された「一、桐鳳凰」
（図 1）と大通寺の障壁画の《桐に鳳凰図》（図 2）との類似から、大通寺の《桐に鳳凰》は江
戸狩野系の粉本を使用して制作されたことが理解できる。つまり、狩野山雪、山楽に始まる京
狩野系の画家ではなく、江戸狩野系の画家が描いたと考えられるのである。
　このように、江戸時代の絵画を読み解く資料として『画図百花鳥』は活用することができる
であろう。
28） 狩野探幽《尾長鳥図》1760年、絹本著色・一幅、117.5×51.2cm、東京国立博物館蔵。図版は、前掲書、
『生誕400年記念　狩野探幽展』（2002年）より引用。
29） 松木寛「作品解説」（前掲書、『生誕400年記念　狩野探幽展』2002年）、226頁
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3、『画図百花鳥』挿絵の転用
　『画図百花鳥』に描かれた図を参考に制作された絵画作品について、「はじめに」において述
べた通り、研究はなされていない。しかし、類似した構図を持つ作品は、狩野派絵師による作
品に多く存在する。また、版本の図様を参考に描かれることの多い浮世絵作品を調査すれば、
例を見出すことができるかもしれない。
　一方で、工芸品、とりわけ印籠のデザインに『画図百花鳥』の図が使用されていることは、
これまでの先行研究において指摘されている。本項では、これまで『画図百花鳥』を元に制作
されたといわれる印籠についての論文を中心に、先行研究をまとめ、筆者が新たに見出した作
例を紹介する。また、印籠などの工芸品でなく絵画作品に転用された可能性について考察した。
　ジュリア・ハット氏は、“The Gifu Inrō. A Set of One Hundred Inrō by Koma Yasutada”
において、「ギフ・インロウ（岐阜印籠）」の来歴や制作について、詳細な検証を行った。「ギ
フ・インロウ（岐阜印籠）」と呼ばれる古満安匡（？‒1758年）の銘を持つ印籠は、18世紀初頭
にヨーロッパに輸入され、現在は、ハンブルグ美術工芸博物館やヴィクトリア＆アルバートミ
ュージアムなど各地の博物館に所蔵されている。
　18世紀の印籠蒔絵師である古満安匡が制作した印籠の意匠に、『画図百花鳥』の図が転用され
ていることを、ジュリア・ハット氏は述べた30）。作例として、バウアー・ファウンデーション東
洋美術館に所蔵されている《印籠（卯花杜鵑）》、《印籠（椿青鳩）》などを紹介し、『画図百花
鳥』の図と比較している。また、“Source of Inrō Design in Japanese Inrō”では、江戸時代
の印籠蒔絵師が、狩野派絵師の図様を印籠のイメージソースとして、版本の図や古画を使用し
ていたことを指摘した31）。
　ハインツ・クレス氏は、ジュリア・ハット氏が紹介した古満安匡（？-1758）の印籠をはじ
め、その他にも『画図百花鳥』の図が転用されている印籠を紹介した。18世紀の印籠蒔絵師、
観松斎飯塚桃葉（？‒1790）も、この『画図百花鳥』を使用し印籠の蒔絵を描いたという32）。観
松斎飯塚桃葉の作品については、大橋敏雄氏や永島明子氏も『画図百花鳥』の図が転用された
作品を紹介している33）34）。
30） Hutt, Julia “The Gifu Inrō. A Set of One Hundred Inrō by Koma Yasutada” in Transactions of the 
Oriental Ceramic Society, London, 1988-89.
31） Hutt, Julia “Source of Inrō  Design in Japanese Inrō” V&A Publications, London, 1997.
32） Kress, Heintz “Inrō motifs PartIV” in Netsuke Kenkyuukai Study Jurnal, Tokyo, 1995.
33） 「柘榴にヤツガシラ蒔絵印籠　観松斎飯塚桃葉作」『徳島県立博物館ニュース』No.6、徳島県立博物館、
2006年
34） 永島明子「初代飯塚桃葉の蒔絵作品（その 1）─印籠二号と脇息一基─」『学叢』第25号、京都国立
博物館、2003年
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　初代飯塚桃葉は、江戸時代、印籠蒔絵師として名を馳せ、阿波徳島藩御用蒔絵師としても活
躍した。観松斎と号し、作品にもその銘が見られる。大島敏雄氏が紹介した徳島県立博物館が
所蔵する《柘榴にヤツガシラ蒔絵印籠》（図12）35）は『画図百花鳥』の「六十六、柘榴八頭」（図
13）36）に、永島明子氏が紹介した京都国立博物館が所蔵する《画図百花鳥印籠（豆藤に小陵鳥）》
（図14）37）、《画図百花鳥印籠（笑靨櫻にあっ鳥）》（図15）38）は、それぞれ「六十、豆藤小陵鳥」（図
16）39）、「九十五、笑靨櫻䉍子鳥」（図17）40）の図と類似する。
　また永島氏は、桃葉が《卯の花時鳥蒔絵花紙台》（図18）41）の蒔絵に『画図百花鳥』の図（図
19）42）を転用していることを指摘し、桃葉が印籠のみならず他の工芸品にも『画図百花鳥』の図
が転用された可能性を示唆している。
　また筆者が見出した例として、《桜鳥密蛇絵印籠》（図20）43）が挙げられる。この印籠には、『画
図百花鳥印籠』の「八十三、海棠黄鳥」（図21）44）の図が転用されている可能性が高い。『画図百
花鳥』に描かれた黄鳥とはコウライウグイスのことだが、印籠に描かれている鳥は、青黄鳥の
ようにも見える。しかし、黄鳥のように目の下の黒い筋が入り、腹は黄色い。花は印籠では豪
華に描かれ、枝ぶりも多少違っているが、二つの図は大変類似していることは明らかである。
　《桜鳥密蛇絵印籠》（図20）に描かれた花は桜とされているが、『画図百花鳥』の図を参考にし
たのであれば、この花は海棠である。また、桜は、花は散り始めるころに葉がつきはじめるこ
とからも、印籠に描かれた花は海棠と考えられる。
　さて、ジュリア・ハット氏は、印籠蒔絵師が古画や版本から印籠の意匠を転用したことにつ
いて、「ほとんどの蒔絵師は、独創的で革新的な印籠の意匠を作り出すことができない、という
ことに気づいており、様々な方面に参考となる図を探した。明らかに使用したことがわかる参
考材料として、過去や当時の時代を先導した有力絵師による意匠があり、そのことは、印籠に
も記されていることが多い。ヴィクトリア・アルバートミュージアムが所蔵する鷲と波が描か
35） （図12）観松斎飯塚桃葉《柘榴にヤツガシラ蒔絵印籠》徳島県立博物館蔵。図版は、前掲書、「柘榴にヤ
ツガシラ蒔絵印籠　観松斎飯塚桃葉作」（1997年）より引用。
36） （図13）「六十六、柘榴八頭」（前掲書、『画図百花鳥』第 3巻より）
37） （図14）観松斎飯塚桃葉《画図百花鳥印籠（豆藤に小陵鳥）》京都国立博物館蔵。図版は、前掲書、『学
叢』第25号（2003年）より引用。
38） （図15）観松斎飯塚桃葉《画図百花鳥印籠（笑靨櫻にあっ鳥）》京都国立博物館蔵。図版は、前掲書、『学
叢』第25号（2003年）より引用。
39） （図16）「六十、豆藤小陵鳥」（前掲書、『画図百花鳥』第 3巻より）
40） （図17）「九十五、笑靨櫻䉍子鳥」（前掲書、『画図百花鳥』第 4巻より）
41） （図18）観松斎飯塚桃葉《卯の花時鳥蒔絵花紙台》個人蔵。図版は、『近世御用蒔絵師の系譜』（徳島市立
徳島城博物館、1996年）より引用。
42） （図19）「七十三、卯花杜鵑」（前掲書、『画図百花鳥』第 4巻より）
43） （図20）作者不詳《桜鳥密蛇絵印籠》個人蔵。図版は、荒川浩和編『印籠と根付』「日本の美術 8」No.195
（文化庁、東京国立博物館、京都国立博物館、奈良国立博物館監修、1982年）より引用。
44） （図21）「八十三、海棠黄鳥」（前掲書、『画図百花鳥』第 4巻より）
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れた印籠は、狩野常信による絵画の図様を用いていることが知られている（筆者日本語訳）45）」
と述べている46）。
　しかし、印籠に限らず、江戸時代においては、古画を踏襲し描くことは一般的であった。ま
た、力のある画家の名前を使用することにより、その意匠を権威づける意味もあり、単に蒔絵
師が独創的な意匠を創作することができなかった、という理由で、古画や名の通った画家、版
本などから意匠を転用したわけではない、ということを指摘しておきたい。
　飯塚桃葉の工芸作品の例から理解できるように、『画図百花鳥』は刊行後年月を経た時代にお
いても作品制作に活用されていた。先に紹介したパロディだけでなく、求版を重ね幕末まで刷
り継がれた47）『画図百花鳥』は、絵師や職人の手本となっていたのであろう。
　さて、このように印籠など工芸作品の図案の参考として使用された『画図百花鳥』であるが、
掛幅や屏風など絵画作品には転用されたのであろうか。本項の初めに、類似した構図を持つ作
品は、狩野派絵師による作品に多く存在する、と述べた。また、古美術オークションの目録な
どに、明らかに『画図百花鳥』を参考にして描かれた作品を見出すことができる。それらのほ
とんどは、狩野家の名の通った画家の名前が記されているが、明らかな贋作も多い。
　狩野家に学ぶ絵師たちは、狩野家の画塾に入門し修業し、粉本として絵画の参考材料を手に
入れた。一方で、『画図百花鳥』は、狩野派の花鳥画の構図や図様を伝える粉本と同じような役
割をし、版本として出版されたことにより、狩野派に学んだものでなくても、その図様を転用
することはできた。
　日本美術史において、「粉本模写」の弊害によるつまらない作品を残したという評価は絶えず
江戸時代の狩野派に寄せられた。確かに、写しを繰り返すにつれて、絵画の質は落ちるかもし
れない。しかし、作品の質が落ちたのではなく、本来絵画修業を受けていない画家でも、『画図
百花鳥』のような版本を手に入れることができれば、狩野派風の作品を残せるようになり、質
の低い作品が大量に制作されたということも考えられるのではないであろうか。
　明らかに『画図百花鳥』を参考にしていると推測される作品は、たとえ狩野派絵師の名前が
記されていたとしても、贋作と考えるべきであろう。もちろん、類似した粉本も存在していた
であろうが、『画図百花鳥』の図からの写しくずれと見られる箇所を持つ作品についてはそうい
える。
　『画図百花鳥』挿絵の転用例から、絵画作品の分析と同じように、印籠に描かれた小禽や植物
を同定することに、『画図百花鳥』は有用であることが理解できた。合わせて、狩野派絵師によ
45） 前掲書、Hutt, Julia “Source of Inrō  Design”, 1997, p.75.
46） 確かに、有力な画家の名が記されている印籠は多く見られる。例えば、古船斎と銘のある《禅機画蒔絵
印籠》（清水三年坂美術館蔵）には、「養川院法印筆」とあり印も施されている。「養川院」とあることから、
常信の子孫にあたる木挽町狩野家 7代目当主である狩野惟信の絵画作品を写したと考えられる。
47） 加藤定彦「画図百花鳥解題」（前掲書、『関東俳諧叢書』第19巻、1999年）
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るものとされた作品の、真贋判定にも役立つことを示唆した。
おわりに
　本論では、『画図百花鳥』の成立について確認し、『画図百花鳥』の図と関連する狩野派作品
を比較した。さらに、印籠のデザインへの『画図百花鳥』の転用について先行研究を元に、作
品を比較分析した。
　『画図百花鳥』は、具体的な名前は判然としないが、狩野派の絵師が描いた画帖を元に刊行さ
れた。常信に学んだ弟子が残した画帖を摸刻したという説が有力である、と筆者は推測する。
この画帖は、探幽・常信の作品を元に制作されたものであり、探幽・常信とその周辺絵師の作
品と『画図百花鳥』の図の比較からもそのことは理解できる。『画図百花鳥』は、出版されて約
50年後に生まれた飯塚桃葉ら印籠蒔絵師によって印籠のデザインに使用された。
　『画図百花鳥』をはじめ、江戸時代に出版された版本は多くの絵師・画家のイメージソースと
なった。そして、元絵となった狩野派絵師の図様は、城郭建築の障壁画や将軍に献上した屏風
絵などに描かれたものと同一のものも存在する。写真や図版が大量に存在する現在とは異なり、
特に『画図百花鳥』に描かれた珍しい花鳥は参考とする画像が限られていた。そのため、中国
絵画や古画を大量に見る機会のあった狩野派絵師が残した図様は重宝されたのであろう。狩野
派絵師の絵手本、そしてそれを写した版本を介して、探幽・常信による狩野派風の図様が、江
戸の日本全体に伝播していった様相が、『画図百花鳥』とその関連作品から読み取れる。
　日本美術史において、掛幅や屏風などの絵画作品、版本など印刷物、工芸作品は、それぞれ
分野に分けて研究されてきた。しかし、『画図百花鳥』はそれぞれの分野に関係しているため、
本論では分野をまたいだ江戸時代の美術史を研究することができた。
　『画図百花鳥』には、それぞれの花鳥の組み合わせに詳しく彩色方法が説明されており、狩野
派の作品や、『画図百花鳥』の意匠を転用した印籠に描かれた植物や鳥などの種類を同定する際
に使用するなど、作品分析において大変有用である。作品の年代や画風を特定する際の資料と
して活用していくべきであろう。
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図 6　狩野常信
《四季花鳥図屏風》（部分）
図 5　狩野探幽
《四季花鳥図》（部分）
図 3　狩野探幽《桐鳳凰図屏風》
図 4　「十八、躑躅白鷴」
図 1　「一、桐鳳凰」 図 2　作者不詳《桐に鳳凰図》
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図 7　「二十八、蓮鷺」 図 8　狩野周信《蓮池鷺図》
図 9　「四十、梅鸎」 図10　狩野周信《花鳥・養蚕図巻》（部分） 図11　狩野探幽
《尾長鳥図》（部分）
図12　観松斎飯塚桃葉《柘榴にヤツガシラ蒔絵印籠》 図13　「六十六、柘榴八頭」
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図14　観松斎飯塚桃葉
《画図百花鳥印籠（豆藤に小陵鳥）》
図15　観松斎飯塚桃葉
《画図百花鳥印籠（笑靨櫻にあっ鳥）》
図16　「六十、豆藤小陵鳥」 図17　「九十五、笑靨櫻䉍子鳥」
図18　観松斎飯塚桃葉《卯の花時鳥蒔絵花紙台》 図19　「七十三、卯花杜鵑」
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図20　作者不詳《桜鳥密蛇絵印籠》 図21　「八十三、海棠黄鳥」
